
内
閣
衆
質
一
六
二
第
二
七
号

平
成
十
七
年
三
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
藤
田
一
枝
君
提
出
戸
籍
法
施
行
規
則
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
五
日
受
領

答

弁

第

二

七

号



衆
議
院
議
員
藤
田
一
枝
君
提
出
戸
籍
法
施
行
規
則
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
法
務
省
令
第
七
十
六
号
。
以
下
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）

は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
付
け
官
報
に
掲
載
し
た
。

ま
た
、
改
正
省
令
の
施
行
に
伴
い
、
法
務
省
民
事
局
長
通
達
（
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
付
け
民
一
第
三
千
八
号
等
）
を

各
法
務
局
長
及
び
各
地
方
法
務
局
長
あ
て
に
発
出
し
、
同
通
達
に
お
い
て
、
各
法
務
局
長
及
び
各
地
方
法
務
局
長
か
ら
戸
籍

事
務
管
掌
者
で
あ
る
各
市
町
村
長
に
周
知
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
示
し
た
。

な
お
、
戸
籍
に
お
け
る
嫡
出
で
な
い
子
の
父
母
と
の
続
柄
欄
の
記
載
方
法
を
改
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
報
道
発
表
を
行

い
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
出
生
の
届
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
修
正
を
し
た
上
、
こ
れ
を
使
用
し
て
差
し
支
え

な
い
こ
と
と
し
て
い
る
（
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
付
け
民
一
第
三
千
九
号
法
務
省
民
事
局
長
通
達
）
。

所
要
の
修
正
が
さ
れ
て
い
な
い
従
前
の
様
式
が
一
部
の
市
町
村
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
事
実
は
承
知
し
て
い
る
が
、
戸
籍

一



窓
口
担
当
者
に
お
い
て
、
出
生
し
た
子
の
続
柄
を
改
正
省
令
に
従
っ
て
届
出
人
に
記
載
さ
せ
る
な
ど
し
て
適
正
に
対
応
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

戸
籍
は
、
親
族
的
身
分
関
係
を
正
確
か
つ
明
確
に
登
録
し
、
公
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
と
こ
ろ
、
民
法

（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
上
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で
な
い
子
と
で
法
律
的
地
位
に
差
異
が
あ
る
以
上
、
適
正
か
つ

迅
速
に
戸
籍
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、
出
生
の
届
書
に
お
い
て
は
「
嫡
出
子
」
と
「
嫡
出
で
な
い
子
」
を
明
瞭
に
区
別

し
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
（
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
四
十
九
条
第
二
項
第
一
号
）
。

な
お
、
戸
籍
は
、
何
人
で
も
謄
本
等
の
交
付
の
請
求
が
で
き
、
公
開
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
（
戸
籍
法
第
十
条
第
一
項
）

こ
と
を
考
慮
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
父
母
と
の
続
柄
欄
の
記
載
方
法
を
改
め
る
等
の
措
置
を
講
じ
た
が
、
出

生
の
届
書
に
つ
い
て
は
非
公
開
が
原
則
と
さ
れ
、
利
害
関
係
人
が
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
出
生
の
届
書
の
閲

覧
又
は
そ
の
記
載
事
項
証
明
書
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
）
に
す
ぎ
な

い
こ
と
か
ら
、
出
生
の
届
書
に
お
け
る
「
嫡
出
子
」
と
「
嫡
出
で
な
い
子
」
の
別
の
記
載
を
削
除
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

二



五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
勧
告
」
は
、
女
子
に
対
す
る
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
委
員
会
、
人
権
委
員
会
及
び
児
童
の
権
利
に
関
す
る
委

員
会
の
嫡
出
で
な
い
子
の
扱
い
等
に
係
る
最
終
見
解
の
中
で
示
さ
れ
た
勧
告
等
を
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
最

終
見
解
は
、
い
ず
れ
も
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
民
法
第
九
百
条
第
四
号
た
だ
し
書
は
、
嫡
出
で
な
い
子
の

相
続
分
を
嫡
出
子
の
相
続
分
の
二
分
の
一
と
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
、
男
女
に
お
い
て
相
続
分
に
差
異

を
設
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
男
女
の
平
等
の
理
念
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
六
十
年
条
約
第
七
号
）
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
号
た

だ
し
書
は
、
法
律
上
の
配
偶
者
と
の
間
に
出
生
し
た
嫡
出
子
の
立
場
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
嫡
出
で
な
い
子
の
立
場
に
も

配
慮
し
て
、
嫡
出
で
な
い
子
に
嫡
出
子
の
二
分
の
一
の
法
定
相
続
分
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
法
律
婚
の
尊
重
と
嫡
出
で
な

い
子
の
保
護
と
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
規
定
は
、
不
合
理
な
差
別
に
は
当
た
る
も
の
で
は
な
く
、
経
済

的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
六
号
）
、
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す

る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
七
号
）
及
び
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
平
成
六
年
条
約
第
二
号
）
に
も
違
反
す

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三



さ
ら
に
、
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
附
帯
決
議
の
趣
旨
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
嫡
出

で
な
い
子
と
嫡
出
子
の
相
続
分
の
同
等
化
等
の
民
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
制
度
や
家
族
の
在
り
方
に
か
か
わ
る
重
要

な
問
題
と
し
て
、
国
民
の
間
に
様
々
な
議
論
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
八
年
二
月
の
法
制
審
議
会
の
答
申
の
内
容
や
世
論
調

査
の
結
果
を
広
く
公
開
す
る
な
ど
し
て
、
国
民
が
議
論
を
す
る
上
で
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
情
報
を
提
供
し
つ
つ
、
国
民

各
層
や
国
会
で
の
議
論
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


